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　新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
深
浦
町
議
会

を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
に

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
旧
年
中
は
町
議
会
に
対
し
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
ス
ム
ー
ズ
な
議
会
運
営

に
微
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
、
議
員
一
同
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。　ま

ず
初
め
に
、
昨
年
元
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
、
ま
た
９
月
に
発
生
し
た

能
登
半
島
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た

方
々
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
ご
復
興
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　さ
て
、
昨
年
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
ア

ス
リ
ー
ト
た
ち
が
世
界
の
舞
台
で
そ
の
技

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
日
本
代
表
選
手
た

ち
の
活
躍
は
、
私
た
ち
に
感
動
と
勇
気
を

与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
活
躍
す
る

大
谷
翔
平
選
手
の
存
在
は
、
多
く
の
人
々

に
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
の
努
力
や
成
果
は
、
私
た
ち
に
も
大
き

な
刺
激
と
な
り
ま
す
。
大
谷
選
手
の
よ
う

に
、
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
続
け
る
姿

勢
は
、
日
々
の
生
活
や
仕
事
に
お
い
て
も

見
習
う
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
2
0
2
5
年
は
深
浦
町
に
と

っ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
年
末
に
は
町
長
が
交
代
し
、
新
た
な

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
深
浦
町
の
未

来
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
沢
町
長
に
は
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
、

住
民
の
皆
様
と
共
に
歩
む
姿
勢
を
大
切
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
町
議
会
も
、
平
沢
町
長
と
連
携
し
な
が

ら
、
町
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
町
政
の
課
題
の

解
決
に
向
け
た
提
言
や
提
案
を
積
極
的
に

行
い
、
活
発
な
議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
声
を
十
分

に
お
聴
き
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢
化
の
急

速
な
進
行
や
過
疎
化
対
策
、
経
済
の
活
性

化
、
雇
用
対
策
、
高
齢
者
や
子
育
て
支
援
、

第
一
次
産
業
の
再
生
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
す
。

　今
年
の
干
支
は
「
巳
」
に
あ
た
り
ま
す
。

「
巳
」
は
成
長
や
発
展
を
象
徴
す
る
干
支

で
あ
り
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
に
は

ふ
さ
わ
し
い
年
で
す
。
町
議
会
も
こ
の
年

を
新
た
な
成
長
の
年
と
し
て
捉
え
、
地
域

の
活
性
化
に
向
け
て
一
層
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
若
い
世

代
が
地
域
に
根
付
く
よ
う
な
環
境
づ
く
り

や
観
光
資
源
の
活
用
な
ど
、
多
角
的
な
視

点
か
ら
深
浦
町
の
魅
力
を
広
め
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　地
方
議
会
に
と
り
ま
し
て
、
さ
ら
に
研

鑽
と
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
議
会

の
情
報
公
開
や
説
明
責
任
を
果
た
し
な
が

ら
、
町
民
の
皆
様
が
将
来
へ
の
希
望
や
生

き
が
い
を
持
ち
、
精
神
的
な
豊
か
さ
や
生

活
の
質
の
向
上
を
実
感
で
き
る
成
熟
社
会
、

人
と
人
の
絆
を
実
感
で
き
る
地
域
社
会
の

構
築
に
向
け
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
豊
か

で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
向
け
て
鋭
意
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　最
後
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て

健
康
で
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、

深
浦
町
が
さ
ら
な
る
発
展
を
遂
げ
る
た
め

に
、
私
た
ち
議
会
も
、
そ
の
一
翼
を
担
う

べ
く
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
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森林講演会森林講演会 ～未来の森と木が香る暮らし森林講演会森林講演会 ～未来の森と木が香る暮らし
　１１月３０日（土）、令和６年度深浦町森林講演会（主催 深浦町、後援 深浦町林業振興推進会
議、つがる森林組合、（株）グリーンパワーインベストメント）がアオーネ白神十二湖「ヤマセミ」で
開催され、町内外から約５０人が参加しました。
　町が森林をテーマとした講演会を開くのは令和５年度に続き、今回は２回目となります。近年の
豪雨などの気象災害を引き起こす原因は気候温暖化が大きく影響していると言われており、二酸
化炭素を吸収する森林は「ストップ地球温暖化」に大きな役割を果たしています。
　第一部の講演では、株式会社 古川ちいきの総合研究所 高田敦紀氏が「林業の役割と可能
性～林業にはロマンがある」と題し森の見方や価値観、林業の事例についてお話しいただ
きました。
　第二部では Garimpeiro de Aromas（ガリンペイロ  デ  アロマ）代表アロマセラピスト 團涼
子氏が「木の香りのお話し＆森の香りのサシェ作り～深浦・青森・世界の木～」と題し、講演と木
のアロマ実習を行いました。林業におけるアロマセラピーの可能性や木のアロマオイルの効能に
ついてお話しいただきました。アロマ実習では深浦町をイメージして、クロモジ・杉・青森ヒバの精
油をブレンドしたオリジナルアロマ「深碧（しんぺき）」を使用してサシェ（香り袋）を作成しまし
た。空のお茶パックの中に深浦産の杉のおがくずを入れ、アロマを２，３滴垂らし、布で包んで麻
ひもで縛れば完成です。
　参加者からは「非常に楽しい講演会でした。次回も参加したいです。」「森林・林業について自
分の身近に感じることができるイベントでした。アロマについても森林の持つ力を知ることがで
きて、とてもいい機会になりました。」などの感想がありました。

深浦の魚を食べよう！ ～お魚料理教室開催～深浦の魚を食べよう！ ～お魚料理教室開催～深浦の魚を食べよう！ ～お魚料理教室開催～深浦の魚を食べよう！ ～お魚料理教室開催～
　深浦産の魚介類の美味しさや魚に親しんでもらおうと、町内
の２つの中学校でイカやカワハギを食材にしたお魚料理教室が
開催されました。
　１２月５日（木）は大戸瀬中学校の１年生が、イカとホタテの
シーフードカレーやカワハギのフライと潮汁に挑戦しました。イ
カの捌き方などを新深浦町漁協女性部から学び、悪戦苦闘しな
がら楽しく料理していました。
　また、１２月６日（金）には風合瀬漁協女性部が講師となっ
て、深浦中学校の２年生がホタテとエビのシーフードカレーや、
カワハギとホタテのフライなどを作りました。
　生徒からは、「勇気を振り絞ってイカを触ったけど、うまくでき
て良かった。」「カワハギって捌きやすい。家でも挑戦したい。」
などの声が上がり、深浦の魚の美味しさを知るとともに、地域食
材を通じて生徒同士の交流も深まった様子でした。

新深浦町漁協伊藤女性部長からイカの
捌き方を学ぶ（大戸瀬中学校）

風合瀬漁協吉田女性部長からカワハギの
三枚おろしを学ぶ（深浦中学校）

團 涼子 氏 サシェ作りの様子高田 敦紀 氏


